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う
ち
、89
頭
が
B
M
S
ナ
ン
バ
ー
の
最
高
点
で
あ

る
12
を
獲
得
。枝
肉
重
量
の
平
均
は
昨
年
よ
り

6・3
kg
増
加
し
5
3
7・3
kg
と
、過
去
最
高

を
更
新
し
た
。

　
歩
留
ま
り
基
準
値
の
平
均
は
78・5
で
前
回

よ
り
0・2
ポ
イ
ン
ト
向
上
。去
勢
に
限
れ
ば
3

頭
に
1
頭
が
同
基
準
値
80
以
上
と
な
っ
た
。こ

れ
を
受
け
、審
査
委
員
長
の
公
益
社
団
法
人
日

本
食
肉
格
付
協
会
の
小
林
淳
二
専
務
理
事
は

　
同
共
励
会
は
、九
州
管
内
の
和
牛
肥
育
技
術

の
向
上
と
肉
質
改
善
を
目
的
に
開
か
れ
、今
回

で
49
回
目
を
迎
え
た
。各
県
か
ら
15
頭
ず
つ
、計

1
2
0
頭
の
枝
肉
が
集
ま
っ
た
。出
品
牛
の
内

訳
は
、黒
毛
和
種
の
雌
8
頭
、去
勢
1
1
2
頭
の

構
成
と
な
っ
た
。

　
全
体
の
枝
肉
成
績
は
、肉
質
５
等
級
が
95
％

を
占
め
、脂
肪
交
雑（
B
M
S
）ナ
ン
バ
ー
の
平
均

は
11・４
と
高
い
成
績
を
残
し
た
。1
2
0
頭
の

「
肉
質
が
高
位
平
準
化
す
る
中
で
、歩
留
ま
り
基

準
値
は
価
格
決
定
の
大
変
重
要
な
要
素
。大
変

良
い
結
果
だ
っ
た
」と
講
評
し
た
。

　
団
体
部
門
で
最
高
位
の
優
秀
賞
は
２
年
連
続

で
J
A
鹿
児
島
県
経
済
連
が
獲
得
し
た
。格
付

等
級
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
の
平
均
値
で
優
秀
賞
を

決
め
る
が
、今
年
は
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
が
同

点
と
な
っ
た
。そ
の
た
め
共
励
会
ル
ー
ル
に
基
づ

き
、個
人
賞
の
入
賞
が
多
か
っ
た
鹿
児
島
県
勢

に
決
ま
っ
た
。

　
鹿
児
島
県
の
出
品
牛
は
全
て
Ａ
５
等
級
で
、

平
均
月
齢
は
28・1
カ
月
。子
牛
生
産
地
は
す
べ

て
鹿
児
島
県
内
だ
っ
た
。15
頭
中
８
頭
は
ロ
ー
ス

芯
面
積
が
1
0
0
㎠
を
超
え
、「
栄
誉
と
し
て
記

録
し
た
い
」と
評
さ
れ
た
。

　
努
力
賞
は
J
A
全
農
ふ
く
れ
ん
が
輝
い
た
。

同
賞
は
昨
年
と
比
較
し
て
得
点
が
上
昇
し
た

県
に
授
与
さ
れ
る
。審
査
講
評
で
は「
ま
さ
に
努

力
が
実
っ
た
結
果
と
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
し
た
。

団体優秀賞を受賞した鹿児島県勢の皆さん

　自信のある牛で出品したが、これ以上ない成績
にただただ驚いた。出品牛の血統は県内人気の高
い「梅華福」と「夏百合」で、ロース芯が大きく丸
い形状という血統の特徴が枝肉によく表れていた
と思う。素牛は全て地元市場からで、繁殖農家とも
連携している。普段から月齢の若い牛を導入する
ことがこだわりだ。今後、全国の共励会も視野に
入れ、挑戦していきたい。

　出品牛は前期、中期と餌の食い込みがよ
く生体から良い状態の牛だった。後躯が
しっかりしていて、導入時から期待でき、肥
育後期にかけて締まってきてしっかり仕上
がった。枝肉を見たところ、小ざしでモモ抜
けもよく牛の能力を引き出せたと思う。今後
も共励会へトライしていきたい。
   審査講評
　血統は父「桃白鵬」、母の父「二刀流」。非
常にすっきりとし、上品な印象の枝肉だった。
ロース芯面積89.0㎠、バラの厚さ9.0㎝。

松岡 隆史さん
JAみやざき（こばやし）

銀賞１席 銀賞３席

　良い牛の出品ばかりの中で、好成績を残
せてうれしい。枝肉を見た感想としては、背
中の割れが良く、ロース芯の大きさもこれま
でで最も大きく仕上げられ、良い出来になっ
た。20カ月齢の時点で出品しても良いなと
思ったほど。最後まで餌食いの良い牛で順
調に肥育を進められた。
   審査講評
　血統は父「秀幸福」、母の父「美国桜」。
ロース芯の大きさが135.0㎠と出品牛のう
ち最も大きく、無駄な脂肪がない仕上がり。

銀賞２席

　JAや関係機関の皆さんのおかげで昨年に
続き受賞できたことに感謝したい。父が育て
ている「お尻の張った牛」にいつも通り仕上
がり、入賞できて良かった。今回の結果が家
族の営農継続のモチベーションになったと思
う。私自身は現在、繁殖を担当しているが、今
後は少しずつ肥育にも取り組んでいきたい。
   審査講評
　血統は父「華忠良」、母の父「喜亀忠」。
小ざしが十分で、切開面は各筋肉のバランス
がよく均整の取れた枝肉だった。

（写真とコメントは娘の真実さん）

新地 正清さん
JA鹿児島きもつき

まつ おか たか ふみ

第
49
回
九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
が
9
月
6
日
、福
岡
県
太
宰
府
市
で
開
か

れ
た
。九
州・沖
縄
８
県
の
J
A
系
統
農
家
が
計
1
2
0
頭
の
枝
肉
を
出
品
し
、肥
育
技

術
を
競
い
合
っ
た
。個
人
賞
は
鹿
児
島
県
の
竹
中
真
紀
さ
ん（
J
A
あ
い
ら
）が
金
賞

（
農
林
水
産
大
臣
賞
）を
受
賞
。団
体
部
門
で
は
、２
年
連
続
で
J
A
鹿
児
島
県
経
済
連

が
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。努
力
賞
に
は
J
A
全
農
ふ
く
れ
ん
が
輝
い
た
。

鹿
児
島
県
が
個
人
・
団
体
で
最
高
位

第
49
回
九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会

団
体
部
門
・
優
秀
賞

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
が
２
連
覇

　
個
人
賞
最
高
位
の
金
賞
に
輝
い
た
竹
中
真
紀
さ
ん
の
出
品
牛

は
、29
カ
月
齢
の
去
勢
で
父
が「
梅
華
福
」、母
の
父
が「
夏
百
合
」、

母
の
母
の
父
が「
美
国
桜
」。枝
肉
重
量
は
5
7
3・2
kg
、ロ
ー
ス

芯
面
積
が
1
1
8
㎠
、バ
ラ
の
厚
さ
11
・
0㎝
、皮
下
脂
肪
の
厚
さ

1
・
2㎝
、歩
留
ま
り
基
準
値
83
・
9
だ
っ
た
。審
査
講
評
で「
つ
や

や
か
な
肉
の
光
沢
が
特
に
抜
群
で
、出
品
牛
の
中
で
群
を
抜
い
て

い
た
」と
さ
れ
た
。肉
厚
で
歩
留
ま
り
が
高
く
、審
査
員
満
票
で
選

出
さ
れ
た
と
い
う
。共
励
会
後
の
セ
リ
で
は
1
kg
8
6
0
0
円
で

競
り
落
と
さ
れ
た
。

個
人
部
門
・
金
賞
　
竹
中
真
紀
さ
ん
（
鹿
児
島
）

肉
つ
や
や
か
で
美
し
く

団体優秀賞

　通算16度目の団体賞受賞となり、う
れしく思う。農家への巡回を行いなが
ら、超音波診断や、治療履歴の少ない
発育状況の順調な牛選びなどを行っ
てきた。数値に基づいた牛選びが結果
に結びついた。さらに、農家の飼養管
理技術の向上に加え、育種や、JA技術
員や経済連の指導の面でスキルが高
まったことなどが総合的に好成績につ
ながった。インバウンド需要など和牛
人気が高まる中、和牛産地の九州で鹿
児島県がリードするという気概を持っ
て、さまざまな取り組みを引き続き進
めていきたい。

ＪＡ鹿児島県経済連

柚木 弘文さん
経営管理委員会会長

ゆのき ひろ ふみ

団体
努力賞

団体
優秀賞

全国農業協同組合連合会
福岡県本部

鹿児島県経済農業協同組合連合会

賞 団体名

竹中 真紀さん
JAあいら

たけ なか ま き

金賞

松岡ファーム しん ち まさ きよ

永原 大輔さん
JA北さつま

なが はら だい すけ
永原牧場

賞 系統名
（県連名） 出荷者氏名 農協名 月齢

（カ月） 父 母の父 母の母の父 品種 生体重
（㎏）

枝肉重量
（㎏） 歩留まり 格付け ＢＭＳNO.

枝肉単価
（円）

金賞

銀賞１席

銀賞２席

銀賞３席

銅賞１席

銅賞

銅賞

銅賞

銅賞

鹿児島

宮崎

鹿児島

鹿児島

沖縄

熊本

長崎

佐賀

宮崎

竹中　真紀

㈲松岡ファーム

新地　正清

永原牧場㈲

山城畜産

岩根　大三

花石牧場（同）

栗ファーム㈱

㈲馬場牧場

JAあいら

JAみやざき（こばやし）

JA鹿児島きもつき

JA北さつま

JAおきなわ

JA菊池

JAながさき県央

JAからつ

JAみやざき（こばやし）

29

29

27

29

29

29

29

29

29

梅華福

桃白鵬

華忠良

秀幸福

茂北福

幸紀雄

勝乃幸

百合美

福晴茂

夏百合

二刀流

喜亀忠

美国桜

紀多福

安福久

平茂晴

安福久

義美福

美国桜

忠富士

安福久

安福久

安福久

福之国

安福久

勝忠平

美穂国

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

857.0

831.0

810.0

838.0

772.0

795.0

803.0

844.0

839.0

573.2

545.1

529.6

577.6

552.4

528.6

528.6

576.1

536.4

66.8

65.5

65.3

68.9

71.5

66.4

65.8

68.2

63.9

A5

A5

A5

A5

A5

A5

A5

A5

A5

12

12

12

12

12

12

12

12

12

8,600

6,860

5,010

4,500

4,010

3,500

3,500

3,510

4,590

個人賞

団体賞
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